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「～ファンド」の基準価額下落について

上記は過去の実績であり、将来の傾向、数値等を保証もしくは示唆するものではありません。2ページ目以降を必ずご確認ください。

フィデリティ投信株式会社

スペシャル・レポート

「フィデリティ・欧州株・ファンド」
基準価額下落について

 2020年3月13日、当ファンドの基準価額が大幅に下落したことから、基準価額下落の背景や今後の

見通し等につきましてご報告致します。

基準価額下落の背景

 3月12日の株式市場の騰落率（終値ベース）は、MSCIヨーロッパ指数で前日比－11.58％と下落しました。5

日前（3月5日）比騰落率は、－22.69％となりました。新型肺炎の感染拡大が相場の重石となった上、各国

の財政拡大や欧州中央銀行（ECB）の金融緩和拡大の実効性を不安視する見方が台頭し、投資家のリスク

回避的な姿勢が強まり下落しました。

 3月12日から3月13日にかけてのユーロ円相場は、約0.37％の円高・ユーロ安となり、5日前（3月6日）比で

は約1.38％の円高・ユーロ安となりました。欧州で新型肺炎の感染が急拡大し、景気の下振れが意識され

たことなどから、ユーロは軟調な推移となりました。（為替の騰落率は三菱UFJ銀行発表レートをもとに当社

算出）

 こうした市場の動きが、基準価額の主な下落要因となりました。

（注）当資料作成時点の見方です。今後予告なく変更されることがあります。

今後の見通し

（注）Refinitivよりフィデリティ投信作成。MSCIヨーロッパ指数はユーロベース。

ご参考（主要市場の値動き）

 欧州においては新型肺炎の感染拡大に伴い、今後短期的には実体経済面、企業業績面で悪影響が出てく

ることが想定されます。一方で株価はこうした悪影響を先んじて織り込む動きとなっており、他地域の株式市

場と同様に大きく下落しています。

 その結果バリュエーションに関しては、従来より世界平均と比べて割安感が指摘されていましたが、足元の

下落により、一層割安感が強まっている状況です。将来的に新型肺炎が収束してくれば、株式市場は実体

経済の回復や中長期的な成長性を織り込む形で推移することが期待されます。
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ファンド名 基準価額 前日比
前日比
騰落率

5日前比
5日前比
騰落率

フィデリティ・欧州株・ファンド 24,541円 -2,571円 -9.48% -6283 -20.38%

ユーロ円相場 2020/3/6 2020/3/12 2020/3/13 前日比騰落率 5日前比騰落率

119.07 117.87 117.43 -0.37% -1.38%

欧州株式市場 2020/3/5 2020/3/11 2020/3/12 前日比騰落率 5日前比騰落率

MSCIヨーロッパ指数 127.54 111.51 98.60 -11.58% -22.69%
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